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１．当院における大腿骨頚部骨折に対するハンソンピン術
後成績の検討 ―骨粗鬆症との関連を含めて―
大島 淳文，内田 訓，下山 大輔
高岸 憲二 （サンピエール病院 整形外科）
当院では精神科疾患合併患者,認知症患者が多いという
背景もあり,一般的な適応となる非転位型 (garden?,?)
に加え,転位型 (?,?型)に対しても症例によりハンソン
ピンによる骨接合術を施行している.2006年4月～2016
年3月までに当院で手術施行した症例のうち,12か月以上
経過観察できた134例 (非転位型50例,転位型84例)を対
象に成績の検討を行った.骨癒合率は非転位型88％ (44/50
例),転位型64％(54/84例)であった.骨頭壊死は17例(非
転位型6例,転位型11例)で認めた.成績不良により再手
術を行った症例はBHA8例,THA1例,抜釘15例であり,
再手術率は18％ (24/134例)であった.また,術前後のXp
評価を行い,成績不良因子につき検討した.転位型の大腿
骨頚部骨折に対しても,正確な整復を行い,至適位置にピ
ンを挿入することで骨接合術の適応となりうると思われ
た.
２．大腿骨転子下骨折術後に生じた大腿骨頭壊死症の一例
藤田 浩明，喜多川孝欽，小林 裕樹
（群馬大医・附属病院・整形外科）
【はじめに】 本報告では,大腿骨転子下骨折に対してガン
マネイル型髄内釘による加療後に大腿骨頭壊死を生じた一
例を経験した.【症 例】 81歳女性.平成X年6月に左
大腿骨転子下骨折を受傷し前医を受診され,ロングタイプ
のガンマネイル型髄内釘 (INTERTAN smith&nephew)を
用いたORIFを受けた.術後のラグスクリュー挿入位置や
整復は許容範囲内でその後の経過も大きな問題はなかっ
た.平成X＋1年6月に疼痛症状あり前医再診された.単純
Xpや単純CTにて大腿骨頭壊死を指摘され加療目的に当
院当科紹介受診となった.単純CTにて大腿骨頭の圧潰が
あり,ラグスクリューの関節内への露出も確認された.同
年8月にインプラント抜去＋左人工股関節置換術を施行し
た.【考 察】 大腿骨頭壊死は大腿骨転子下骨折術後の
合併症としては稀である.術後の骨頭壊死の原因は高エネ
ルギー外傷やリーミング時の回旋力による血管損傷の可能
性,骨折部が頚基部に近い,外反位固定,ラグスクリューの
不適切な挿入位置などが指摘されているがいずれにも該当
しない報告例も多い.転子部周囲骨折後に大腿骨頭壊死が
起こりうることを認識させられた一例であった.
３．Ｙ軟骨閉鎖を待って施行した思春期RAOの２症例
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（１ 伊勢崎市民病院 整形外科）
（２ 前原整形外科）
股関節の高度不適合により股関節痛を生じた若年患者に
対し,Y軟骨閉鎖を待ってRAOを施行した.いずれも高度
な変形が存在したため,術前計画を綿密に行う必要があっ
た.通常の術前レントゲン写真,CT画像に加え,CT画像
データから実物大の立体骨モデルを作製し,術後の適合性
をシミュレーションしてから手術に臨んだ.良好な結果を
得たのでその2症例について報告する.
４．股関節に発症した滑膜性軟骨腫瘍症の一例
大沢 朝翔，田中 宏志，本田 哲
高嶺 周平，澁澤 一行，小林 良一
佐藤 直樹 （伊勢崎市民病院 整形外科）
【はじめに】 左股関節に発生した滑膜性軟骨腫症で,観血
的術手術により再発無く経過している一例を経験したので
報告する.【症 例】 45歳,女性.平成X年6月,股関節
部の轢音の後,左股関節周囲に痛みが続いているとの主訴
で初診.MRIにて関節水腫を認めたが,その他に明らかな
所見は無く,経過観察となった.その後,痛みは自然消失し
た.平成X＋1年8月,痛みが再燃したため,再度MRI施
行.股関節内の水腫,滑膜の肥厚,及び軟骨腫症を疑わせる
多数の遊離体像を認めた.平成X＋1年9月,滑膜切除術を
施行.関節内には滑膜と連続した比較的大きな軟骨塊が認
められ,細かな遊離体はまだ認められなかった.病理検査
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